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研究成果の概要（和文）：日米小・中学校の研究先進校から抽出した優れた授業実践に、独自に
設けた評価観点などを尺度として質的な分析を加えた。その結果、音楽と言語と身体の各活動
がバランスよくかかわり合うことで、表現活動が活発化する傾向が見られた。また、音楽と言
語が相互に作用することで双方の活動の質が高まることから、この往来の活性化をはかる手立
てとして、言語が関わる演劇的表現や音楽と関わる身体表現活動などを関連させた活用型の学
習が有効であることがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）：Methods developed at the most advanced Japanese and American 
elementary and junior high schools were analyzed by studying performance evaluations of 
children’s activities.As a result of this, it is possible to observe a trend in which 
music, language and physical education are used in a well-balanced way, which boosts 
creative expression.In addition, it is clear that when music and language are used 
together, they have a beneficial mutual effect, and the quality of both kinds of activities 
increases.Performance activities involving language and physical activities involving 
music are an effective method of activating this relationship. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 国際レヴェルの学力調査等からも、我が 
国の子どもたちが知識・技能を活用し、創造
していく力を培うことが課題とされ久しい。 
学校音楽において、既成楽曲の演奏のみな

らず、子どもが主体的・能動的にかかわり、
協働で創作表現に取り組む学習は、言語の力

を育むことや、子どもの創造性、課題解決力
など汎用的な力を培うことに資するのでは
ないか。この仮説をこれまでの研究成果を踏
まえて研究当初に設定した。 
 

(2) 仮説を導く礎となったのは前研究となる 
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C (研究代表者：時得紀子、課題番号：
19530794)」における成果と課題であり、本
研究をその発展的な研究と位置付けた。 
 
２．研究の目的 
(1)  折しも中教審によって全教科・領域に
「言語活動の充実」が掲げられたことを受け、
音楽科における有効な実践のあり方をめぐ
り、さまざまな模索がなされていた。こうし
た背景を受け、言語活動を取り入れた、活用
型音楽学習の開発とその評価を本研究の目
的の一つに掲げた。 
 
(2) １．「研究当初の背景」にも述べた、汎
用的な力を培う上で、創作表現を取り入れた、
活用型音楽学習が有効ではないかという、先
行研究からの仮説を得た。この仮説に基づき、
我が国の小・中学校音楽科に創作表現を取り
入れ、今日的課題である創造性、問題解決力
等を育むための活用型音楽学習のプログラ
ム開発を掲げた。 

前回の科研研究の成果と課題を踏まえて、
創作表現の日米授業比較を基にしながら、我
が国の小・中学校音楽科に応用していくため
の授業実践の開発と評価に 3年間のスパンで
取り組むことをめざした。 

 
３．研究の方法 
(1)日米両国の音楽科の授業実践から優れた
デルを抽出し、芸術の４領域（音楽、美術（図
工）、舞踊、演劇）とのかかわりに着目した
カリキュラムタイプの分類を試みた。 
 分類に際しては、両国の授業観察と子ども
たちの活動へのパフォーマンス評価・意識調
査を踏まえた。 

その結果、特に米国で展開されている、「音
楽と舞踊」、「音楽と演劇」、「音楽と舞踊と演
劇」という、芸術の領域を複合的にまたがる
３つのタイプに大別した。 

 
(2) これらのカリキュラムの分類後、各々に 
分類された授業に対して、日米両国の研究構
成員らによる質的な記述等を加えながら、検
証を重ねた。 
 
分類したカリキュラムの補足説明。 
１）言語活動を複数教科の関連のもとに取り

組む学習方法として、既に米国で成果を
あげている、ホール・ランゲージの発想
を導入した事例を含む、「音楽と演劇」
のかかわる音楽学習。 

２）米国学校音楽に広く導入されている、リ
トミックなどの身体表現活動を取り入
れた「音楽と舞踊」のかかわる音楽学習。 

３）これら３領域が複合的にかかわる音楽学
習。すなわち「音楽と舞踊と演劇」の各
芸術領域を複合的にまたがる音楽学習。 

 
４．研究成果 
(1) 両国での授業観察と子どもたちへのパ
フォーマンス評価・意識調査を経て、日米と
もに、「音楽と舞踊」、「音楽と演劇」あるい
は「音楽と舞踊と演劇」といった、芸術の領
域を複合的にまたがる授業では、子どもたち
の 
協働の創作表現がより活性化し、豊かな言語
活動が拡がる傾向が見られた。 
同時に、パフォーマンス評価・意識調査を

通じた分析から、児童・生徒の身体表現や言
語を取り入れた活動からは、意欲の高まりや、
言語活動を通じた活動がより活発化する場
面が見られた。そのため、これらの有効な取
り組みを後述するプログラムの作成に生か
した。 
 
(2) 両国の優れた授業モデルを基に子ども
の言語の力、創造性、課題解決力など汎用的
な力を培うことをめざした、活用型音楽学習
のプログラムの作成を試みた。 
今後もプログラムの改訂・改善を加えてい
く予定であり、汎用的技能としてのコミュニ
ケーションスキル、論理的思考力、問題解決
力等を培うことに資する学習プログラムを
継続して開発していく上でも、本研究では、
その礎となるプログラムを構築することが
できた。 
 
(3) 3 年間の研究成果としては、2011 年 7月 
開催の国際音楽教育学会 ISME (Internation 
al Society for Music Education)アジア・
環太平洋地域大会台湾大会誌への同時に 2つ
の投稿論文がフル･ペーパー掲載、並びに
2012 年開催のギリシャ世界大会誌でもフ
ル・ペーパー掲載に採択された。同時にこれ
らの大会での口頭発表にも採択され、各国研
究者との研究交流・情報交換に努めた。 
 さらに、本研究成果を踏まえた投稿論文が 
2012 年中国北京で開催された日中教師教育
研究集会国際大会、並びに韓国釜山大会、2 
年後のソウル大会での 2回の国際幼児教育学
会において、いずれも招待発表の機会を得た。 
 以上のように国際レヴェルでは、3年間に 
計 8つもの国際学会において成果発信し、国
際的にも貢献できたことは意義がある。 
 
(4) 国内では 2010 年、2011 年、2012 年の 
日本音楽教育学会 埼玉大会、奈良大会、東
京大会での継続した学会発表を行った。 
 この他、鳴門教育大学から出版された日中
教師教育国際学会誌（英文フル・ペーパー）、
上越教育大学研究紀要、同学校教育センター
紀要等で 3年間連続して、投稿論文が掲載さ
れた。 
 音楽教育以外の学会では、日本カリキュラ



ム学会で、委嘱パネリストとして招待発表の
機会を得た。「総合表現型カリキュラム開発
と実践―創造力と課題解決力を培う創作活
動を中心に―」、第 23 回大会（2012 年 中部
大学）において、本継続研究の成果をあまね
く発信した。 
(5) 総括 
本研究は、同じく筆者が研究代表者を務め

た前科研となる、2007 －2009 年度の継続的
な研究として、小・中学校を通じた 9年間を
見据えた視点から、2007－2012 年までの通算
6か年間の継続研究となった。 
長期間に亘って、国内外にあまねく成果発

信を継続したことにより、音楽教育の分野の
みならず、幅広い関連学問分野に資する貢献
がかなったことからも、本研究は評価できる
ものと受け止めている。 
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